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道徳ジレンマ課題における価値判断と との関連

○早坂太志（上越教育大学大学院） 高橋知己（上越教育大学）
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問題と目的

人が欲望や衝動のままに振舞おうとするとき，

それを抑制する働きとして社会的制裁と自己制裁

がある。特に道徳的行動を調整する主要な機能を

自己制裁における自己調整機能と呼ぶ（明

田,1992）。こうした自己調整機能がうまく活性化

しない場面，つまり自身の道徳的基準にのっとっ

て行動するとは限らない状況に対して自己非難を

回避する現象を Bandura（1996，2002）は Moral 
Disengagement（以下，MD）と称した。「悪質な違

法行為に比べたら，お金を払わずに物を取ること

は大したことではない。」「友達をトラブルに巻き

込まないようにするために，ウソをついても構わ

ない。」というような自分自身にとって都合のよい

解釈をするときに MD が生じている可能性が考え

られる。そこで，本研究では道徳ジレンマ課題を

与え，選択した価値と MD との関係を明らかにす

ることを目的とする。

方 法

調査対象 A 大学の大学生・大学院生 72 名（男性

49 名，女性 23 名）。

調査時期 2019 年 4 月上旬に実施。

調査手続き （1）道徳ジレンマ課題：早坂・高橋

（2018）の道徳ジレンマ課題の「公共の精神」「思

いやり」に対するジレンマ場面において，妊娠し

ている女性を登場人物とし新たに作成した。その

場面において，どのような価値を選択するのか判

断を求めた。（２）MD 尺度：Bandura，Barbaranelli，
Caprara，＆Pastorelli（1996）及びその和訳（吉澤，

2015）を参考に一部加筆し，「5 とてもそう思う～

1 全くそう思わない」までの 5 件法で回答を求め

た（32 項目）。

結 果

（1）道徳ジレンマ課題：選択した価値（利己

的価値，利他的価値，公利的価値）によって群を

利己群（n = 14），利他群（n = 40），公利群（n = 18）

に分類した。（2）MD 尺度：Pelton et al.（2004）
や Paciello et al.（2008）において一因子構造が確

認されているため，Cronbach のα係数を求めたと

ころ，α = .84 であり先行研究と同程度の内部一

貫性が得られたため，信頼性が得られたと判断し

た。各群を独立変数，MD 尺度の合計得点を従属

変数とした参加者間一要因分散分析を実施した。

その結果，群により MD 得点の差が有意であった

（F（2，69）= 7.37，p = .001）。Holm 法を用いた

多重比較によると，利己群の得点が利他群の得点

よりも有意に大きかった（MSe = 129.01，p = .001）。
しかし，利己群と公利群，利他群と公利群との間

の得点に有意な差は見られなかった。

考 察

利己的価値を選択した利己群は，利他群より

MD 得点が高いことが示された。すなわち，利己

群はジレンマが生じるときに自己中心的に判断す

ることが考えられる。これによって，選択した価

値による群の分類方法は支持されたといえよう。

ただし，利己群と公利群の MD 得点において，有

意差を得るまでに至らなかった。今後の課題とし

て様々な場面や状況の道徳ジレンマ課題を作成し，

条件を追加することで，どのような状況で MD は

生じやすいのか比較する必要があるだろう。
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授業後の子どもの振り返りの記述から「深い学び」を評価する
―理解に対する教師の認識と評定の特徴―

○柴 里実（東京大学大学院・日本学術振興会） 植阪友理（東京大学）
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問題と目的

新学習指導要領では「主体的・対話的で深い学

び」を達成する必要性が明記された。さらに児童•

生徒の学びの様子から，こうした教育目標が達成

されているかを評価する必要性も示されている。

評価を行うにあたり，授業の最後に児童•生徒に学

んだことを振り返らせる活動が有効であろう。心

理学では，知識同士の関連づけや概念的な理解を

「深い理解」と捉えており，児童・生徒の記述を

評定する基準が存在する。一方，実際に教師は心

理学的視点と同じような観点で児童•生徒の振り

返りを評価するのだろうか。児童・生徒の振り返

りを分類・評価する先行研究は複数みられるが 飯

塚 野口•田中 ，振り返りを教師が

どう評価しているのかという視点での研究は見当

たらない。そこで本研究では，振り返りの評価と

得点化，さらに評価基準の記述を求めることで，

教師の評価の様子を探索的に検討する。

方 法

参加者 セミナーに参加した教師 名（小学校

名，中学校 名，高校 名，大学 名，複数種

名）。平均教職歴 年。

調査冊子の作成 小 算数「小数のわり算」の授

業で実際に児童が記述した振り返りを素材とした。

心理学的視点を踏まえ，記述を「概念的（わる数

が整数になるまで何倍するか考える）「やや概念

的（わる数を 倍， 倍したらわられる数も

倍， 倍する）」 「手続き的（わられる数とわ

る数の小数点を同じ桁数動かす）」 「表面的（位

が足りなくなったら を付け足すといい）」の

段階に分類し，各段階から 項目を選定した。

手続き 教科書を提示し， つの振り返りの記述

を「児童はこの授業をどの程度理解しているのか」

という観点から， 点～ 点で評定するように求め

た。次に，各得点をどのような基準で評価したか

を自由記述で回答させた。

結果と考察

教師の評定得点のクラスタ分析 評定値をもとに，

法によるクラスタ分析を行ない， クラス

タを抽出した。以下では，各クラスタに属する教

師の特徴を明らかにする。

第１クラスタ 名 ：概念的理解重視 「概念的

理解」と「やや概念的理解」の評定得点が明確に

異なり，かつ基準の記述においても「 点：わる

数を整数にする」「 点：同じ桁数だけうつす」な

ど概念的理解を重視していた。心理学的視点と最

も高い類似性を持っていた ）。

第２クラスタ 名 ：基準の記述は概念的理解重

視だが，評定得点は全体的に高い 基準の記述は

第１クラスタと類似していたが，「手続き」や「表

面的」な記述にも高得点を与えていた。心理学的

視点と中程度の類似性を持っていた（ 。

第３クラスタ 名 ：具体性や手続きを重視 基

準に概念的理解に関する言葉がみられず，具体性

や手続きを重視していた。心理学的視点による得

点化とも最も異なっていた（ 。

教師によって，「深い理解」をどう捉えているか

が異なり，それによって振り返りの評価にばらつ

きが生じることが示された。評定が異なると，授

業改善・指導法改善に結びつきにくいと考えられ

るため，今後は評価観点の統一が望まれる。

各クラスタの平均評定値

― 570―


